
３０年４月分から

検定日速報に乳中ケトン体情報
が掲載されます！
乳生産・繁殖性低下の原因となる潜在性ケトーシスをモニタリング！

ケトン体（BHB）
とは？

乳検情報に追加
されるメリット

潜在性ケトーシス
の判断基準は？

個体のモニタリング
のポイントは？

牛群全体での
判断基準は？

体脂肪動員・酪酸サイレージのバロメーター
分娩後に「泌乳量に見合った乾物摂取量」が確保されない場合、負のエネルギーバラ
ンスに陥ります。その際、エネルギーを補うため牛自身の体脂肪を動員しますが、過
剰になるとエネルギー代謝が破綻してケトン体が産生されます。

体内のケトン体が多くなると、食欲不振に陥り、乳量低下がおこり、周産期病のひとつ
であるケトーシスになります。

※酪酸発酵サイレージが給与された場合も、ケトン体が上昇することがあります。

追加コスト無し！手軽・効率的！
月１回の乳検で全頭のスクリーニング検査を行うことができます。血液での分析と比
べて、潜在性ケトーシスが疑われる牛を効率的に発見することができます。

検定日速報で牛のサインを早く読み取り、飼養管理へ反映しましょう！

BHB （β-ヒドロキシ酪酸）で 0.13 mM/L 以上
の個体は 「潜在性ケトーシス」 が疑われます。

検定日速報では、要注意牛として＊を表示します（詳細は裏面）

泌乳初期でのモニタリングが重要！
分娩後１～２ヶ月以内（検定１、２回目）の牛を集中的に確認しましょう。 分娩後に
体調を崩している牛を発見することができます。

牛体の観察（BCS、食い込み、毛づや）、他の乳成分、粗飼料の質・量 等と組み合わ
せた総合的なモニタリングが有効です。

乾乳から泌乳初期の「飼養管理の手法」を評価
分娩後６０日以内の潜在性ケトーシス牛の割合は、牛群平均で、15％程度※ が目安とさ
れています。 
この数値より下回れば 「良好」、上回れば「見直しが必要」と判断できます。

時系列、長期スパン（半年・1年）での動きを確認することが有効です。
※ The NewYork State Cattle Health Assurance Program ガイドライン

牛群検定WebシステムDLで牛群全体の動向をモニタリングできる
グラフ・レポート等を公開予定です。



乳中ケトン体情報のご利用方法
検定日速報

ご自分で グラフ集計・分析を行いたい方には

乳成分速報でも同様のイメージでご利用できます

４月分の検定日速報から、乳中ケトン体情報（BHB）をご確認いただけます。
新たに追加された ①BHB欄、②サマリー欄の情報を確認して、早期の対策にご活用ください。

サマリー欄で
BHB≧0.13 の 産次別頭数・合計頭数を確認！

潜在性ケトーシスが疑われる牛
（BHB≧0.13）に ＊ を表示します。

泌乳初期（分娩後60日以内）で
潜在性のケトーシスが疑われる
牛です。
その後の繁殖性が懸念されます。

忙しいあなたにおススメの機能
　牛群検定Webシステムで「メール通知」設定を行うと、本帳票の PDFファイル・CSVファイル
　の両方をメールでお届けします。

牛群検定Webシステムの「CSV出力要求」機能でCSV形式でデータを取得できます。
複数月のデータを一括出力して、時系列での分析も可能です（月別の潜在性ケトーシス牛割合 etc）。

BHB（ケトン体）欄の使い方

**（２個表示牛）は特に注意！


